







日 時：平 成 ２ 9 年 ６ 月 2 3 日 (金 ) ～ ６ 月 2 4 日 (土 )  








平成 29 年日本赤十字社診療放射線技師 学術総会 プログラム 
 
6月 23日（金） 
9時 30分～10時 00分 受付 
10時 00分～10時 10分  開会式 開会の辞 日本赤十字社診療放射線技師会会長 清水 文孝 （深谷） 
10時 10分～10時 50分 会員研究発表①            座長 星野 洋満（前橋） 
                                 丸山 大樹（医療センター） 
1. 線条体ファントムを用いた撮像条件の検討   
名古屋第一赤十字病院  可児 貴裕 
2. 当院における FDG-PET検査時の薬剤投与方法の精度について  
 松江赤十字病院  加茂 紗保子 
3. 2channel 同時計測による ion chamber の利用可能印可電圧の測定  
 北見赤十字病院  干川 隆幸 
4. 婦人科がん密封小線源治療における独立検証システムの開発  
日本赤十字社 和歌山医療センター  小野 智博 
10時 50分～11時 00分 休 憩 
11時 00分～12時 30分 教育講演  共催 ニプロ株式会社      座長 磯田 康範 （松江） 
「最強医療コミュニケーション なんでやねん力」 
            放送作家 Ｗマコト（中山真・中原誠）先生 
12時 30分～12時 45分 ランチョン準備 
12時 45分～13時 45分 ランチョンセミナ                座長 浅妻 厚 (神戸) 
「医療機器管理のシステム化と、医療安全および集計業務支援の取り組みについて」 
株式会社メディカルクリエイト 藤辺 健一 先生 
13時 45分～14時 15分  休 憩 
14時 15分～15時 15分  会員研究発表②                      座長  笹田 勇造(成田) 
                                                                           吉澤 雄介(大阪) 
5. 単色 X線等価画像を利用したワークステーション（WS）業務の作業効率の検討  
深谷赤十字病院 長沼 紗由美 
6. ボーラストラック法における CT値設定の検討 
松山赤十字病院 清水 界 
7. 低線量肺がんＣＴ健診の質の向上を目指して ～１０年間の推移と考察～ 
日本赤十字社 長崎原爆諫早病院 松尾 俊哉 
8. 急性期脳梗塞における CT Perfusion 処理の時間短縮について 
伊勢赤十字病院 幕谷 幸弘 
9. 脳 CT Perfusion検査における 4DCTA画像再構成の時間短縮 
伊勢赤十字病院 河口 洋平 
10. ADCTを使用した使用列数の違いにおける散乱線量に与える影響の基礎的検討 
徳島赤十字病院 笠井 洋平 
15時 15分～15時 30分 休 憩 
15時 30分～17時 00分 総会、選挙管理委員会報告 
17時 00分～18時 00分 イブニングセミナ              座長 戸口 豊宏 （大分） 
「仮）SONIALVISION G4 最新技術のご紹介」 
株式会社 島津製作所 医用機器事業部グローバルマーケティング部  工 幸博 先生 




9時 00分～10時 30分 学術講演              座長 竹安 直行 （医療センター） 
「股関節 OA から人工股関節（THA）の撮影技術と読影ポイント」 
                                    「インプラント周辺の骨変化を描出する臨床画像を知る」 
                          奈良県立医科大学附属病院中央放射線部 副技師長 安藤英次 先生 
10時 30分～10時 45分 休 憩 
10時 45分～11時 45分 会員研究発表③               座長 佐藤 知子（松江） 
                                       中山 進（深谷） 
     11. FPDシステムにおける腹部撮影条件の検討 
大分赤十字病院 熊谷 誠 
12. 散乱線除去用ソフト使用時における画像の黒潰れの検討 
広島赤十字・原爆病院 廣田 充宏 
13. 胃 X線検査における診療放射線技師による「読影補助」の役割 
高山赤十字病院 中井 良則 
 
14. MRI対応カプノメーターの使用経験 
日本赤十字社 和歌山医療センター 仁木 崇人 
15. 一次サーバー導入による紹介患者へのサービス向上 
神戸赤十字病院 小川 宗久 
16. 中部ﾌﾞﾛｯｸ・診療放射線技師の人事交流を経験して 
高山赤十字病院 中井 良則 
 
11時 45分～12時 00分 ランチョン準備 
12時 00分～13時 00分 ランチョンセミナ              座長 安彦 茂 （仙台） 
「テラリコンが提供する イメージシェアリングソリューション」 
テラリコン･インコーポレイテッド プロダクトマーケティング 内海 健 先生 
13時 00分～13時 30分 休 憩 
13時 30分～14時 10分 本社講演                  座長 清水 文孝 （深谷） 
「質経営のための TQM活動」 
  日本赤十字社 医療事業推進本部 総括副本部長 矢野 真 先生 
14時 10分～14時 30分 災害支援部報告        災害医療支援部 駒井 一洋 （名古屋第二） 
14時 30分～15時 00分  チーム医療報告                   チーム医療部  林 奈緒子 （伊勢） 
放射線技師と NST       小川赤十字病院 村田 雅弘 
骨粗鬆症リエゾンサービス   庄原赤十字病院 安井 哲士 
感染対策          成田赤十字病院 安部 沙優花 

































   
 
共催 ニプロ株式会社 
学術講演   6 月 24 日（土） 9 時 00 分～10 時 30 分               
「股関節 OA から人工股関節（THA）の撮影技術と読影ポイント」 
「インプラント周辺の骨変化を描出する臨床画像を知る」 










換術 (Total Hip Arthroplasty 以下：THA）は、手術件
数が日本において年間約 7～8 万件と増加傾向にある。
THA 術後撮影には、術後の経過観察として年 1/2 回の定
期的な X 線撮影がある。 
 
  


































































































































   
図 8 ステム遠位に発生した骨溶解像 
 
















本社講演   6月 24日（土） 13時 30分～14 時 10分 
「質経営のための TQM 活動」 
  日本赤十字社 医療事業推進本部 総括副本部長 矢野 真  
 
 質経営とは、質を重視した経営というざっくりとした意味合いと、仕事の PDCA サイクルを回




 TQM には日常管理、方針管理等の日々の仕事の中で行われるものと、QC サークル活動などの
ややイベント的要素をもった活動もあります。赤十字病院の中には ISO9001 を取得し、日常業務
のPDCAを回しているところもありますし、QCサークル活動を継続しているところもあります。 



















ランチョンセミナ１ 6月 23日（金）12時 45 分～13 時 45分  
「医療機器管理のシステム化と、医療安全および集計業務支援の 
取り組みについて」 














事例① eGFR値チェック   事例④ インジェクターとの禁忌情報連携 
事例② 造影剤副作用管理   事例⑤ 画像 CD渡し間違い防止 










イブニングセミナ 6 月 23日（金） 17時 00 分～18時 00分 
「仮）SONIALVISION G4 最新技術のご紹介」 
株式会社 島津製作所 医用機器事業部グローバルマーケティング部  工 幸博  
1.はじめに 




"SUREengine FAST(Fluoroscopy Assisted Studies and Treatments)" を開発し G4に搭載しました。
今回はこの "SUREengine FAST”を中心にご紹介します。 






















ランチョンセミナ２ 6月 24日（土）12時 00 分～13 時 00分  
「テラリコンが提供する イメージシェアリングソリューション」 
テラリコン・インコーポレイテッド プロダクトマネージメント マネージャー 内海 健 
 
2017 年に創立 20 周年を迎えるテラリコン・インコーポレイテッドは創立以来先進的な３D 画像





また iNteract は Overlay PACS Solution として iREVEIW/iEMV などの UniversalViewing 環境




昨年の RSNA2106、今年の ITEM2017 でもご紹介した弊社の今後の取り組みとしての Hololens














会員研究発表① １（核医学） 6月 23日(金)10 時 10分～10時 50分 
 線条体ファントムを用いた撮像条件の検討 
 〇 可児 貴裕（かに たかひろ） 
名古屋第一赤十字病院・放射線診断科部核医学技術課 
山田 仁一、大西 勝治、田中 宏征、村井 康史、滝 一郎 
 
【目的】  
























会員研究発表① ２（核医学） 6月 23日(金)10 時 10分～10時 50分 
当院における FDG-PET検査時の薬剤投与方法の精度について 
〇 加茂 紗保子（かも さほこ） 
松江赤十字病院・放射線科部 



























会員研究発表① ３（放射線治療） 6月 23日(金)10時 10分～10時 50 分 
2channel 同時計測による ion chamber の利用可能印可電圧の測定 
〇 干川 隆幸（ほしかわ たかゆき） 
北見赤十字病院・医療技術部診療放射線科 











Field monitor(Field)及び external monitor(em)の電荷量を直接測定値として利用するのではな
く、Field/ emの比を測定値として使用。両者を比較し不適切と思われるデーターを除外し精度を












ion chamberの性能を把握し使用することが、最も重要で「 医療の質の向上 」に寄与すると考え
る。 
会員研究発表① ４（放射線治療） 6月 23日(金)10時 10分～10時 50 分 
婦人科がん密封小線源治療における独立検証システムの開発 
〇 小野 智博(おの ともひろ) 1) 
1) 日赤和歌山医療センター 放射線治療科部 
2) 京都大学医学部附属病院 放射線治療科 
川村 佳生 1)、井口 治男 1)、鈴木 諭 1)、石原 佳知 2)、口井 信孝 1)、筒井 一成 1)  













ンチェスター法を用いて A点処方、シリンダー型は粘膜下 5mmを処方点とした。当院にて 2013年












会員研究発表② ５（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
単色 X線等価画像を利用したワークステーション（WS）業務の作業効率の検討 
〇 長沼 紗由美 (ながぬま さゆみ) 
深谷赤十字病院 
浅見 有希、小島 萌、齋藤 幸夫 
 
【目的】 










変更前 撮像時間 45 秒(動脈相)、注入速度 2.8～3.0[mL/s] 
 変更後 撮像時間 60秒(門脈相)、注入速度 1.8～2.0[mL/s]  
使用機器 GE社製 Revolution HD(GSI)64列 
GE社製 Light Speed VCT64 列 
WS 富士フィルムメディカル  VINCENT ver4.4 
【結果】 








会員研究発表② ６（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
ボーラストラック法における CT 値設定の検討 
〇 清水 界（しみず かい） 
松山赤十字病院・中央放射線室 
 水口 司 
 
[目的] 






ルーチンとして行っているボーラストラック法を用いた冠動脈 CT 検査において、HR55 未満、
HR55 以上 65 未満、HR65 以上の 3 つに分け、Ac-Ao(気管分岐部）、Ao(冠動脈分岐部）、およ
び肺静脈の 3 点の CT 値を計測することで撮像タイミングの評価を行った。それをもとに、撮像
を開始する CT 値を ROI＋80 の固定から HR に応じて＋値を変更した。 
[結果] 
 測定した 3点のCT値の差が±50以内を適切とし、計測と＋値の変更を繰り返したところHR55
未満では 90.5%、HR55 以上 65 未満では 92.7%、HR65 以上では 100%まで精度を上げることが
できた。 
[考察] 









会員研究発表② ７（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
低線量肺がんＣＴ健診の質の向上を目指して ～１０年間の推移と考察～ 
〇 松尾 俊哉（まつお しゅんや） 
日本赤十字社 長崎原爆諫早病院・放射線科 

























会員研究発表② ８（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
急性期脳梗塞における CT Perfusion 処理の時間短縮について 
〇 幕谷 幸弘（まくや ゆきひろ） 
伊勢赤十字病院 医療技術部 放射線技術課 
中野 和彦、松枝 孝次、鈴木 孝明、太田 傑、後藤 咲月、中西 健太、藤原 一輝 
 
【目的】 
























会員研究発表② ９（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
脳 CT Perfusion 検査における 4DCTA画像再構成の時間短縮 
〇 河口 洋平（かわぐち ようへい） 
伊勢赤十字病院 医療技術部 放射線技術課 
松枝 孝次、岡田 和正、松月 俊晴、柴原 卓彦、バビア 猛、藤原 綾香   







2016年 2月 1日～2017年 1月 31日の 1年間の Perfusionデータ 197例を画像解析専用ワーク


















会員研究発表② １０（ＣＴ） 6月 23日(金)14 時 20分～15時 20分 
ADCTを使用した使用列数の違いにおける散乱線量に与える影響の基礎的検討 
〇 笠井 洋平（かさい ようへい） 
徳島赤十字病院 放射線科部 
赤川 拓也、矢野 朋樹、福井 義治 
 
【目的】 





CT装置は東芝社製 Aquilion ONEを使用し、直径 20cm×長さ 25cmの水等価円柱ファントムの中
心をアイソセンターに設定した。撮影条件は管電圧 120kVp、管電流 200mA、回転時間 1.0sec/Rot、
FOV=240(S)としヘリカル撮影した。線量計は Radcal 社製を用いてアイソセンターから 60×60cm、
















会員研究発表③ １１（一般撮影・透視） 6 月 24日(土)10時 45分～11時 45分 
FPDシステムにおける腹部撮影条件の検討 
〇 熊谷 誠（くまがい まこと） 
大分赤十字病院 放射線科 










条件として管電圧 80kv、管電流 200mAで固定して照射時間を 50ms~400msの間で変えて、照射線量
を変化させ検討した。 
 【結果】 
ノイズ特性では CNRではどの線量でも FPDの値が高く。低コントラスト分解能が CRよりよい結果
となった。NPSは FPDの値が CRよりも低い値をとりノイズが少なく粒状性のいい画像であること












会員研究発表③ １２（一般撮影・透視） 6 月 24日(土)10時 45分～11時 45分 
散乱線除去用ソフト使用時における画像の黒潰れの検討 
〇 廣田 充宏（ひろた みつひろ） 
広島赤十字・原爆病院・中央放射線科部 















せ撮影しアルミ厚 7mmと 10mmの輝度値を比較する。 





2、アルミステップが黒潰れを起こす撮影条件で撮影した場合 80kV,10mAs と 100kV,5mAs共に VG
ではアルミ厚 8mmで黒潰れしたが、RGでは 3mmまで黒潰れは起こらなかった。 
3、mAs値を変えて撮影した場合、管電圧 100kVは 5mAsで黒潰れしたが、80kVは 10mAsまで黒潰
れしなかった。 






会員研究発表③ １３（一般撮影・透視） 6 月 24日(土)10時 45分～11時 45分 
胃 X線検査における診療放射線技師による「読影補助」の役割 
















検診受診者件数：2007年度 4919件，2008年度 4886件，2009年度 4553件，2010年度 4643件，
2011年度 4695件，2012年度 4438件，2013年度 4255件，2014年度 4109件，2015年度 4101 件． 
がん発見件数：2007年度 adv・1件．2008年度 adv・2件（食道癌 1），ear・1件（追加撮影な
し）。2009年度 adv・1件．2010年度 adv・1件、ear・1件（追加撮影なし）．2011年度 adv・
1件，ear・3件（1例に対し追加撮影あり）．2012 年度 adv・1件、ear・1件（追加撮影あり）．








会員研究発表③ １４（ＭＲＩ） 6月 24日(土)10時 45分～11 時 45 分 
MRI対応カプノメーターの使用経験 
〇 仁木 崇人(にき たかと) 
日本赤十字社和歌山医療センター・放射線診断科部 
山崎 正樹、堂内 一雄、川嶋 宏樹、口井 信孝、梅岡 成章 
 
【目的】 
 平成 25年 5月 26日に日本小児科学会・日本小児麻酔学会・日本小児放射線学会の 3学会から、
「MRI検査時の鎮静に関する共同提言」が発表され、その中でカプノメーターの使用が強く推奨さ





















会員研究発表③ １５（医療情報・教育 その他） 6月 24日(土)10時 45分～11 時 45分 
一次サーバー導入による紹介患者へのサービス向上 
〇 小川 宗久（おがわ むねひさ） 
神戸赤十字病院 放射線科部 













⑤ 患者内容確認のために CDラベルをスキャナできる事 
⑥ DICOM以外のデータも全て取込できる事 














会員研究発表③ １6（医療情報・教育 その他）6月 24日(土)10時 45 分～11 時 45分 
中部ﾌﾞﾛｯｸ・診療放射線技師の人事交流を経験して 













期間：3ヶ月以上 1年未満．今回は 6ヶ月とした． 
研修業務：当該技師の希望を勘案し，双方の施設で協議する． 
研修期間の当該技師の処遇について：双方の事務部が協議をし，決定する． 
本研修について協議した内容以外，疑義等が生じた場合は，双方が誠意をもって協議し解決に当
たる． 
【結果】 
人事交流で得られたこと 
当該技師：主に放射線治療の研修を希望．伊勢赤十字病院は放射線技師でありながら医学物理士
でもあるスタッフが 5名在籍中，第一種放射線取扱い主任者については担当者全員が取得してお
り，資格についての情報や照射プランの検証方法などを学んだ． 
高山赤十字病院 放射線科部：他施設から優秀な人材を迎えることで内部の技師の意識が変わっ
た．他施設と比較でき，自施設の問題点に気付くことで病院の伽間的な評価が可能．職員間の交
流が出来る． 
【考察】 
施設規模が違っていても他施設を知ることは新たな発見や業務の改善，さらに技師個人だけでな
く組織として意識改革・業務改善が見込められる．今回，伊勢赤十字病院と高山赤十字病院との
交流であったが，他施設でも人事交流が行えるよう体制が整っていくことが必要と考えます． 
 
